
HomeSeismo HS302P を放送機器へ接続する方へ 

HomeSeismo HS302P の LINE コネクタには、ステレオミニプラグ（3 極、φ3.5mm）を接続してください。 

また、出力方式は非平衡となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LINE コネクタ ： 放送機器へ音声を出力するコネクタです 

出力端子 
φ3.5mm ミニピンジャック（3 極） 
※2 極の物や、φ2.5mm のミニプラグは接続できません。 

最大出力レベル 
600Ω系において、0dBm 相当 
※負荷のインピーダンスに依り変化します。 

出力方式 LINE 出力、非平衡（片側接地･･･アース・GND） 

放送機器の 
入力インピーダンス 

600Ω以上(推奨) 

端子部アサイン 

 
 
パソコン用の電源付スピーカーユニットを繋
いだ場合は、左右同一（同相）の出力です。 

備考 
本端子には、外部から電圧を印加しないでください。 
本端子の最大出力レベルは、VOL つまみの設定によって変化しません。 

 

C.OUT コネクタ ： 放送機器へ起動信号を出力するコネクタです 

出力端子 ネジ式端子台（端子ネジ M3） 

出力方式 
C.OUT1、C.OUT2、C.OUT3：PhotoMOS リレー a 接点出力 (本機電源断の際は開放) 
 (※注）PhotoMOS リレーはパナソニック電工株式会社の登録商標です。 

備考 
C.OUT1、C.OUT2、C.OUT3：最大定格 DC45V 800mA(AC30V 550mA rms) 
※無極性・交流の場合、周波数は 100Hz 未満に限る。 

 

 

接点出力について 

放送機器の起動/終了に接点出力を使用する場合は、接点の動作は「放送連動（放送が流れている間、接点が動

作）」を選択ください（初期設定は放送連動です）。設定は端末設定画面より行ってください。 

 

放送開始遅延時間について 

放送機器の起動に時間がかかる場合、HomeSeismo では放送開始を遅延させる設定を行うことができます。 

これにより、ガイダンスを頭切れさせることなく放送することができます。設定は端末設定画面より行ってください。 

 

LINE：音声 

C.OUT：起動信号

 放送機器 

HomeSeismo HS302P 



 

オーディオコネクタの変換について 

用意いただいたケーブルがステレオミニプラグ（φ3.5mm）でない場合、市販の変換ケーブル・変換アダプター等を 

ご利用ください。 

 

＜接続例＞ 

 RCA ピンプラグケーブルを用意された場合（変換ケーブル使用） 

 

 

 モノラル標準プラグ（2 極、φ6.5mm）ケーブルを用意された場合（変換アダプター使用） 

 

 

 ステレオ標準プラグ（3 極、φ6.5mm）ケーブル、モノラルミニプラグ（2 極、φ3.5mm）ケーブルを 

用意された場合（変換アダプター使用） 

 

 

※ 壁掛けでコネクタが下になるように設置する場合には、ケーブル類は壁に固定してください。ケーブル類が固定 
されずにぶら下がっている状態だと、ケーブルの揺れで内蔵地震計が誤動作を起こす可能性があります。 
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INTERNAL POWER SUPPLY

(A.C.100Vに接接)

C.OUT にリリリななな誘誘誘誘を繋ぐ場場は, 
逆逆逆逆逆逆逆逆を必ず装装しししししし。

(-)
(+)

(こなヶ所を延ばば)

(絶絶絶絶)

SPK出逆は「平平出逆」ななな, 片片を接接ばすす, 故故や不不場な原原すなととば。

R-Box 内内内内内

(こなヶ所を延ばば)
逆起接起起逆

音音起逆(平平)

音音起逆(非平平)

SPK出逆を繋ぐAMP起逆入は, トトトトな絶絶しささ「平平起逆」なばで？

LINEやSPK に接接ばす配配は, 余と長長長延ばばす, 落落なななサリサを受けす
アトアアすなす可可可が有ととばなな, 一一一一な絶絶トトトトな受けし絶絶しし
でか, 延長ばす事をを奨め致しとば。(故故を未未に防ぐ事がながとば。)

D.C. Power
24V以以以奨

HS-302Pを離れれ放放放放ななな接接すす

場場の御御御(C) Feb. 2012 A-2 Co.Ltd.

HS-302Pす接接接接な機機すな長しが, 何m以以な場場に適適ばすなでは,
一一に判ととりりが, 何かでな不不場が生じさ場場,若ししは不不場が逆がす
事が危危しさす場場には, 御御御以しし。

HS-302P 内内 I/F 内内内 放放放放 AMP I/F 内内内

外誘に絶絶トトトトを起さす場場には, トトトト
をHS-301な可可な限と一しに設設しししししし。

[※※※※基基基基基基基基基基基基ににににDC5V出出出出出出出出はははは長長長長長長長長長長長長長長長長ばばばばばばばば用用用用用用用用ににににはははは使使使使ええええええええええええええええええええ考考考考ええええええええええええええええええええ]

※ごし短長長なかば,直直可可な場場が多しなば。

※HS-302Pは,フリリフGND端逆を装えし居ととば。
　ごし一長長に設設しささ機機すな間な逆電電を解解ばすには有有な場場が多しなば。

　しでし,互しに長ささ機機間なな逆電電を解解ばす場場に使適ばすには注注が必必なば。
→設設設設は場場場場なな違しが大がしなな,弊弊でかは不具具に申ば事は致しでしとば。

(接接注注)

[※※※※基基基基基基基基基基基基ににににRLY OUT出出出出出出出出はははは長長長長長長長長長長長長長長長長ばばばばばばばば用用用用用用用用ににににはははは使使使使ええええええええええええええええええええ考考考考ええええええええええええええええええええ]
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